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臓器移植に関する意識調査

―臓器移植法施行後第1事例による影響―
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目的　臓器移植に関する法律施行後初の脳死下臓器移植事例による，臓器移植の知識・意識・行

動の変化を検討した。

方法　東京都特別区居住の20歳以上を対象として1999年5月にRandom DigitDialing法による

電話調査を実施した。臓器移植に関する知識・意識・行動，1999年2月の法施行後初の脳死

臓器移植事例（以下，第1事例），およびその報道についての意見を求め，1998年10月の総

理府調査結果と比較した。

成績　回答者数は489人で，回答率は46.0％であった。

　1.　知識については，脳死下からの臓器提供が可能となったこと，臓器提供には書面での

本人の意思表示，および家族の承諾が必要なこと，臓器提供意思表示カード（以下，カード）

があることの4項目で，知識が増加していた。

　2.　意識については，回答者本人が死後に提供するかどうか，家族が提供を希望して死亡

した場合にその意思を尊重するかどうかで，提供を肯定する割合が増加していた。回答内容

は心停止後と脳死下で相違が認められず，もはや脳死を特別な死とは捉えなくなったことが

示唆された。

　3.　行動についてはカード所持率が15.2％と，増加していた。39.7％は今後所持したいと

回答し，入手方法を知らないために所持していないことが推察された。

　4.　臓器提供に関する知識・意識・行動の変化には，第1事例の寄与が考えられた。

　5.　15歳未満の小児からの臓器提供は，46.4％が可能とすべきとの意見を述べた。

　6.　第1事例では脳死判定の適切性と臓器提供の任意性は確保されたとの回答者が多く，

ほぼ適切な形で臓器移植が実施されたと理解されていた。

　7.　第1事例報道では，ドナー・レシピエントのプライバシーを各々46.2％，36.1％が保

護されていないと回答し，報道姿勢について56.9％が批判的な意見を述べた。

　8.　臓器移植全般については，61.9％が肯定的な印象を有していた。

結論　臓器移植に関する知識・意識・行動については，より知識が普及し，臓器提供を肯定する

意識・行動が増加していた。この変化には第1事例の寄与が認められた。第1事例はほぼ肯

定的に理解されていたが，その報道姿勢については批判的な意見もあった。今後，カード所

持希望者への効果的な配布方法，また小児からの臓器提供についても別途検討の必要がある。
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